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＜研究の背景・目的＞

人類が将来にわたって持続可能な社会活動を営むためには、健全な生態系の維持が欠かせない。そ

して、その指標となるのが生物多様性である。

トンボ目は産卵場所が挺水･浮葉植物、水面、草地、泥地など、各種で異なるという特徴があり、同

一生息地内でも種毎に異なる空間的配置を示し、淡水生態系の環境指標に適していると言われている

(Wildermuth,1994) ( ) 10。我々は札幌市北区あいの里に造成された雨水調節池 トンネウス沼 の開削作業に

年前から参加し、トンボ相の多様性を維持する活動を行ってきている。トンボ相の多様性を高めるた

めには、どのような植生の水域であれば、どのようなトンボ相の多様性が期待できるかを予測するモ

デルを作成することは大変有用だと考える。

＜研究の内容・成果＞

トンボ相調査では 年間で計 種、 個体の成虫3 26 3,717

を採集。植生調査では植生分布図を作成し、植物群落の

。 。面積を測定 先行研究との比較で以下のことがわかった

・造成後挺水植物や樹木が生育し、重機での開削で開放

2003~2014水面は増加 毎年行った手作業での開削により。 、

年の挺水植物群落の量はほぼ保たれている(図 )。1

、・浮葉植物群落減少でトンボ相の多様性は変化しないが

挺水植物群落増加では多様性が低くなる(図 )。2

・開削を行わなかった年( 年)，重機で開削した1991,1994

年( 年)，手作業で開削した年( 年)( 年2002,2003 2014 2000

はトンボ相調査を行っていないため除外)のトンボ相の多

、 ， ， 。様度指数を平均すると それぞれ となった2.9 3.4 3.7

・トンボの産卵植生が多いほど良いわけではなく、他植

生とのバランスがトンボ各種の多様性に影響する(表 )。1

＜結論＞

トンネウス沼のような湿性遷移が進行する人工的な水

域において生物多様性を維持するためには、植生に対し

人為的撹乱が必要である。また、重機より手作業での開

削の方がトンボ相の多様性が高いため、できるだけ手作

、 。業で行うべきであり 今回その推定多様度指数を示した

トンネウス沼の多様性は、長年、毎年続けられてきた

地域住民による開削作業によって維持されていると言え

る。

＜メモ＞

図 トンボ相のクラスター分析2.

表 植生と各種多様度指数の相関1.

図 植物群落の割合1.




